
 

 

 

 

 

 

 

道路トンネル利用者への安全・安心の確保のために 

臼杵市トンネル長寿命化修繕計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１２月 
 

臼杵市 Usuki City 



 

１ トンネルの高齢化 

 

臼杵市が管理する道路トンネル（以下「トンネル」という）は、令和 7年 12 月現在で 8本あり総延長は

2197.5m（管理延長：1491.5m）です。そのうち、建設後 50 年以上経過するトンネルは全体の 25％であり、10 年

後には 38％、30 年後には 100％に増加します。 

 
        現在               10 年後               30 年後 

 

 

 

臼杵市管理トンネル一覧 

 

 

 



２ トンネルの現状 

 

トンネル工法と建設された年度、延長の推移を整理すると以下の通りです。 

素掘
す ぼ

り工法や矢板
や い た

工法のトンネルは 4 箇所、ＮＡＴＭ
ナ ト ム

工法のトンネルは 4箇所あります。 

 

 

 

 

 

NATM 工法 矢板工法 

素掘り工法(吹付 Co) 素掘り工法(レンガ積) 



３ トンネル定期点検 

 

トンネルは雨や地下水による漏水や土圧、潮風等による外部からの影響を受けて経年と共に劣化が生じます。そ

のまま放置しておくとトンネルの状態が悪化し、コンクリート片や照明灯具等が落下する恐れがあります。 

そのため、定期的に点検を行い状態を確認し、点検調書に記録し管理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健全度 対策区分 定　　義

良 Ⅰ Ⅰ
利用者に対して影響が及ぶ可能性がないため、措置

を必要としない状態

Ⅱb
将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性がある

ため、監視を必要とする状態

Ⅱa
将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性がある

ため、重点的な監視を行い、予防保全の観点から計

画的に対策を必要とする状態

Ⅲ Ⅲ
早晩、利用者に対して影響が及ぶ可能性が高 いた
め、早期に対策を講じる必要がある状態

悪 Ⅳ Ⅳ
利用者に対して影響が及ぶ可能性が高いため、緊急

に対策を講じる必要がある状態

Ⅱ

点検対象箇所(トンネル内) 定期点検の様子 

変状毎の健全度判定 

点検調書 



４ トンネル維持管理方針 

  

【老朽化対策における基本方針】 

 臼杵市は令和 5 年度に管理するトンネル 7本の点検を行い、令和 4年度に大分県より移管されたトンネル 1本

を含め、複数のトンネルで劣化箇所を確認しました。臼杵市が管理するトンネルは交通量や利用状況が様々であ

り、これらを一様に対策することは効果の迅速性や予算面から妥当とは言えません。そこで『臼杵市トンネル長

寿命化修繕計画』を策定し、この計画にて各トンネルの管理すべき水準を定め、トンネルの利用状況や劣化状況

等を勘案して対策の優先順位を決定し、今後のトンネル維持管理に掛かる費用を算出しています。 

今後、問題が生じる前に適切な対策を施し、定期的な点検を行いながら安全・安心な道路ネットワークを維持

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【新技術等の活用方針】 

土木構造物の維持管理サイクル（定期点検～詳細調査～対策）において、近年はドローンを用いた点検や画像

解析によるひび割れ診断、新工法による補修など、点検の効率化やコスト縮減に寄与する新技術が開発・実用化

されています。これら新技術は現地状況や劣化原因、進行具合等によって適用の可否が決まります。 

今後、管理する 8 トンネル全てにおいて、新技術・新工法の情報収集に努め、新たな点検手法や最新の補修工

法などを積極的な採用を検討します。 

 

（新技術活用による期待される費用縮減） 

（１）トンネル点検  

国土交通省が公表している『点検支援技術性能カタログ』に掲載されている新技術の活用を検討します。 

新技術を採用することによって点検費用の縮減を図り、従来の点検方法から更なるコスト縮減を目指しま

す。 

  点検支援技術性能カタログ（https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/inspection-support/） 

 

（２）長寿命化対策 

「NETIS 登録技術」に掲載されている新材料・新工法や、各団体・メーカー等が謳う新工法を積極的に活用

することにより、従来工法から更なるコスト縮減を目指します。 

  NETIS[新技術情報提供システム]（https://www.netis.mlit.go.jp/netis/） 

  国土交通省および大分県，大分県建設技術センター等が主催する技術講習会などに参加し情報収集

予防保全型 : 施設の状況をこまめに把握し、健全性が著しく低下する前の適切な時期に適切な対応を実施すること 

事後保全型 : 著しい変状に至ってから対処療法的に補修・補強や更新を実施すること 

維持管理手法の概念図 

健
全
性

Ⅰ

維持管理水準

Ⅳ

Ⅱ

Ⅲ

使用限界レベル

事後保全型 予防保全型

トンネルの供用年数 トンネルの供用年数

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

コスト縮減

予防保全型

事後保全型

https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/inspection-support/
https://www.netis.mlit.go.jp/netis/


５ 維持管理水準 

 

トンネル毎に維持管理レベルを設定し、維持管理水準に応じた対策を行います。 

レベルに応じた対策を行うことでコスト縮減を図ります。 

 

 

対策優先順位は維持管理レベルおよび健全度から以下の順位とします。 

 

 

 

調査・補修工事は、維持管理水準（レベル）の高いトンネルで健全度の低いトンネルから優先的に行います。 

対策期間は 5 年毎の定期点検結果と今後の政策を踏まえ、短中期目標として 10年間を設定します。 

 

点検結果・対策年次および概算事業費 

 

レベル 維持管理目標 維持管理レベルのイメージ 維持管理水準

レベル1
構成部材の健全性を確保し、トンネル

としての機能を高い水準で維持する。
重要度の高いトンネル

健全性がⅡa判定で対策に

着手する。

レベル2

構成部材のある程度の損傷進行は認

めるが、トンネルとしての機能が低下し

ない程度に維持する。

重要度が中間程度のトンネル
健全性がⅢ～Ⅱa判定で対

策に着手する。

レベル3
トンネルとしての機能を最低限確保

する。
重要度の低いトンネル

健全性がⅢ判定で対策に

着手する。

レベル1 レベル2 レベル3

維持管理水準の目標

予防保全段階Ⅱ

早期措置段階Ⅲ

緊急措置段階Ⅳ
優先順位

①

優先順位

④

優先順位
⑤

優先順位

②

優先順位

③

優先順位

⑥

優先順位

⑦

優先順位
⑧

経過観察

健全性評価



 

短 期 的 な 数 値 目 標 及 び そ の コ ス ト 縮 減 効 果 

【集約化・撤去に関する目標】 

臼杵市が管理する 8トンネルはすべて集落を結ぶ生活道として利活用されており、周辺に迂回路となるルートが

ないことから現在のところ集約化・撤去の対象となるトンネルはありません。今後、現地の状況を把握しながら集

約化・撤去の検討を行います。 

 

 

【新技術等の活用に関する目標】 

（１）トンネル点検 

点検支援技術性能カタログのうち、トンネル関連は 87の技術が挙がっており、それら技術は以下の 3 パターンに

大別されています。 

① 画 像 計 測 技 術 （ ひ び 割 検 出 な ど ） ・・・ 41 

② 非破壊検査技術（うき、はく離検出など） ・・・ 27 

③ 計測・モニタリング技術（変形検出など） ・・・ 19 

今後の定期点検では最新の点検支援技術の適用を検討し、令和 10 年度までに管理する 8 トンネルのうち 2トンネ

ルで従来方法から約 5％のコスト縮減を目指します。 

 

（２）長寿命化対策 

トンネルに生じる主な変状は、ひび割れ、うき・はく離、漏水の 3 つに大別されます。 

特にコンクリートの目地部は、うき・はく離と漏水が混在することが多くあります。従来の補修工事ではうき・

はく離の補修工と漏水の対策工を個別に行っていましたが、近年開発された製品では 2 つの変状を 1 つの工法で兼

ねることも可能となりました。 

今後の補修・補強工事では、NETIS 等を用いて新工法の採用を検討し、令和 10年度までに管理する 8 トンネルの

うち 1トンネルで従来工法から約 30 万円のコスト縮減を目指します。 

 

 

【費用縮減に関する目標】 

臼杵市はトンネルの維持管理レベルを 3段階に設定し、レベルによって維持管理基準を定めております。レベル

1 のトンネルはⅣ～Ⅱa判定の変状を対策するのに対し、レベル 3のトンネルはⅣ～Ⅲ判定の変状だけ対策を行い

ます。このように、維持管理レベルに応じた補修を行うことにより、すべての変状を対策する場合に比べ約 10 百

万円のコスト縮減を目標としています。 

 

 



６ 長寿命化修繕計画の策定 

 

定期点検後には最新データを基に長寿命化修繕計画の見直しを行い、予防保全型の維持管理を実施します。 

 

 

『臼杵市トンネル長寿命化修繕計画』は以下のＰＤＣＡサイクルに沿って行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                Ｐ : 計画 

                                Ｄ : 実施 

                                Ｃ : 検証 

                                Ａ : 改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大分県臼杵市役所 建設課 

〒875-0065 臼杵市大字家野 1445 番 2（旧商業高校跡地） 

TEL 0972-63-1111（臼杵庁舎 代表） 0972-86-2712（建設課） 

ホームページ https://www.city.usuki.oita.jp/ 

臼杵市 Usuki City 

https://www.city.usuki.oita.jp/

